
 2022年度　基幹探究　探究基礎Ⅱルーブリック

第 　　　　班 　　　Ｈ　　ＮＯ．　　　生徒氏名

２年生
1年生

高校入学時に概ね生徒が到達
していると思われるレベル

高校1年終了時に到達が望まれ
るレベル

高校２年終了時に到達が望まれ
るレベル　(目標)

探究活動終了時に到達が望まれる
レベル

探究活動の質において、大幅な
改善を必要とするレベル

探究活動の質において、やや改
善を必要とするレベル

探究活動の質において、満足で
きるレベル

探究活動の質において、十分に満
足できるレベル

探究の手順がわからず、探究活
動を進められない

探究の手順の概略を意識し、探
究活動を行っている

探究の手順を理解し、探究活動
を行っている

探究の手順や一連の流れを理解し、
探究活動を行っている

教員が多くの支援を行って初め
て探究活動を行える

教員の支援で、探究活動を行え
る

教員の支援で、自ら考えて探究
活動を行える

教員の支援で、自ら省察して探究活
動を行える

1 2 3 4
研究の意義を見出せず、問
いを出せない

・問題意識が乏しく、課題・仮説
を立てられない
・思いつきや表面的な発想から
課題を設定している

研究に漠然とした意義づけ
ができ、問いを立てられる

・漠然とした発想から、課題を設
定している
・課題が絞りきれず、仮説が曖昧
なままである

研究の意義を意識して、問
いや仮説を明確に設定して
いる
・発想や着眼点が良く、課題意
識につながっている
・解決する課題が明確である
・課題に対する仮説を適切に表
現している

研究の学術的・社会的価値を意
識して、実行可能な問いや仮説
を立てている
・発想や着眼点が良く、学術的・社会
的な課題意識を持っている
・課題や仮説を的確に表現している
・実行可能な課題や仮説を設定して
いる

得られた情報をまとめていな
い
・ﾃﾞｰﾀの処理方法がわからない
・適切なｸﾞﾗﾌや図表を選択でき
ない
・ｸﾞﾗﾌや表に不備がある

得られた情報を示している

・ﾃﾞｰﾀを分析・判断し、ｸﾞﾗﾌや図
表などを用いて表わそうといる
・目的に合わせてﾃﾞｰﾀを示して
いるが、分析・判断が不十分であ
る

得られた情報を目的に合わ
せて整理している
・ﾃﾞｰﾀを適切なｸﾞﾗﾌや図表など
にまとめている
・ﾃﾞｰﾀの着目点に留意し、分析・
判断をしている

得られた情報を精査して解釈し
ている
・複数のﾃﾞｰﾀを分析・判断し、適切な
ｸﾞﾗﾌや図表などにまとめている
・実験の条件や測定の精度を意識
し、ﾃﾞｰﾀの妥当性を検討している

論理的な考察ができていな
い
・根拠と主張の結びつきや解釈
に、誤りや飛躍がある
・主張が主観的で、信頼性に欠
けている

根拠や論理的な考察が不十
分である
・考察をしているが一面的である
・根拠から飛躍した考察がなされ
ている

論理的な考察がなされてい
る
・研究結果に基づいて、概ね客
観的な考察をしている
・主張とそれを裏付ける証拠を挙
げている

論理的な考察を行い、適切な結
論を出している
・研究の結果に基づいて、客観的な
考察を行っている
・裏付けとなる証拠を選び、適切な主
張を行っている
・課題に合った結論に至っている

研究の意義を見出せず、問
いを出せない

・問題意識が乏しく、課題・仮説
を立てられない
・思いつきや表面的な発想から
課題を設定している

研究に漠然とした意義づけ
ができ、問いを立てられる

・漠然とした発想から、課題を設
定している
・課題が絞りきれず、仮説が曖昧
なままである

研究の意義を意識して、問
いや仮説を明確に設定して
いる
・発想や着眼点が良く、課題意
識につながっている
・解決する課題が明確である
・課題に対する仮説を適切に表
現している

研究の学術的・社会的価値を意
識して、実行可能な問いや仮説
を立てている
・発想や着眼点が良く、学術的・社会
的な課題意識を持っている
・課題や仮説を的確に表現している
・実行可能な課題や仮説を設定して
いる

具体的な計画がなく実施が
困難である
・手順がわからず、計画に不備が
ある
・実験環境の制約や、研究に必
要な条件を考慮していない
・先行研究を踏まえていない

具体的な計画を立てている
・目的を明確化している
・実験環境の制約や、研究に必
要な条件等をあまり考慮していな
い
・先行研究を考慮している

実施可能な計画を立ててい
る
・実験環境の制約の中で、妥当
な計画を立てて実施している
・研究に必要な条件や再現可能
な検証法を考慮している
・先行研究を踏まえている

適切な計画を立てて実施してい
る
・適切な複数回の実験計画を立てて
実施している
・実験環境の制約の中で、研究に必
要な条件等を意識している
・条件統制や測定の精度を意識して
いる

得られた情報をまとめていな
い
・ﾃﾞｰﾀの処理方法がわからない
・適切なｸﾞﾗﾌや図表を選択でき
ない
・ｸﾞﾗﾌや表に不備がある

得られた情報を示している

・ﾃﾞｰﾀを分析・判断し、ｸﾞﾗﾌや図
表などを用いて表わそうといる
・目的に合わせてﾃﾞｰﾀを示して
いるが、分析・判断が不十分であ
る

得られた情報を目的に合わ
せて整理している
・ﾃﾞｰﾀを適切なｸﾞﾗﾌや図表など
にまとめている
・ﾃﾞｰﾀの着目点に留意し、分析・
判断をしている

得られた情報を精査して解釈し
ている
・複数のﾃﾞｰﾀを分析・判断し、適切な
ｸﾞﾗﾌや図表などにまとめている
・実験の条件や測定の精度を意識
し、ﾃﾞｰﾀの妥当性を検討している

＊ｺﾒﾝﾄ欄には、探究活動における生徒の行動の特徴や支援内容を具体的に記して下さい。

理科コメント

Ⅰ
課題と仮説の

設定

Ⅱ
研究の計画・実

施

Ⅲ
データの解釈
（データ処理）

具体的特徴

観点　＼　レベル

評
価
の
基
準

Ⅰ
課題と仮説の

設定

Ⅲ
データの解釈
（データ処理）

Ⅳ
論理の構成

数学科コメント


